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第 101号

一
一
一
本
の
桂
は

毛主

町
長
は
、
昭
和
四
十
年
度
の
施
政
方

L
Lを
、
昭
和
四
十
年
長
浜
町
議
会
主

V
一
回
臨
時
会
で
説
明
し
ま
し
た
。

一
そ
の
大
要
は
、
つ
軍
の
通
り
で
す
o

d
一
私
自
身
の
不
徳
で
、
拘
束
を
受
け
た

3
一
た
め
、
昭
和
四
十
年
度
予
算
を
審
議
す

一
る
最
も
大
切
な
、
三
月
定
例
町
議
会
に

均
一
出
席
す
る
こ
と
が
で
品
子
、
職
五
与
を
全

一
う
す
る
こ
と
が
で
さ
な
か
っ
た
こ
と
を

亀
一
町
議
を
始
め
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
、

輯
一
謹
ん
で
、
お
わ
び
し
た
い
。

一
な
お
、
当
初
予
算
審
議
会
に
お
い
て

竃

Z
の
施
政
に
対
す
る
所
信
を
申
し
あ
げ

E
一
る
と
と
が
で
ま
ず
、
み
な
さ
ま
方
の
、

一
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と
を
逸
し
た
た

一
め
、
今
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
時

一
期
遅
れ
の
感
は
あ
る
が
、
昭
如
四
十
年

一
度
の
町
運
営
の
大
綱
を
申
し
あ
げ
た
い

私
が
町
長
に
就
任
し
て
、
前
半
の
二

カ
年
は
過
ぎ
た
。
い
よ
/
¥
後
半
の
二

カ
年
に
は
い
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
に

と
っ
て
は
、
重
大
な
過
度
期
の
一
時
期

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

産
業
の
振
興
、
教
育
の
向
上
、
公
共

〈毎月 1回強行)

監
査
委
員
を
選
任

昭和40年5月20目

3が
せ
な
い

旬。。今
後
、
町
民
の
方
の
考
え
を
十
分
に

伺
い
な
が
ら
、
検
討
を
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

以
上
三
点
は
、
私
の
任
期
中
当
面
す

る
重
要
課
題
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
統
合
は
命
が
け
で

最
大
の
懸
案
事
業
で
あ
る
中
学
校
の

統
合
は
、
私
の
任
期
後
半
の
重
点
的
事

業
の
最
大
な
も
の
だ
。

健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
こ
の
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
は
難
事
中
の
難
事
業

と
考
え
る
が
、
全
力
を
傾
注
し
て
こ
れ

を
完
成
し
た
い
。

光
を
浴
び
る
県
道
大
洲

線
と
海
岸
線

大
洲
長
浜
線
の
改
良
問
題
は
、
事
業

費
三
千
六
百
万
円
で
、
本
格
的
に
国
の

力
で
改
良
を
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た

昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
に
、
幅
員
七

・
五
メ
ー
ト
ル
。
完
全
舗
装
で
、
大
洲

長
浜
聞
が
、
二
十
分
で
走
行
で
き
る
よ

う
な
見
通
し
が

た
つ
た

ま
た
、
・
1

止
符
岸

線
道
路
の
改
良

に
お
い
て
は
、

工
事
施
行
上
技

術
的
に
困
難
な

問
題
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
は
、

三
年
、
五
年
と

う
う
訳
に
は
い

か
な
い
が
、
今

ま
で
放
置
さ
れ

て
い
た
も
の
が

、
特
殊
改
良
事

業
と
し
て
、
と

に
か
く
、
本
年

度
か
ら
手
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
の
情

熱
と
関
係
者
の

強
い
協
力
と
が

実
を
結
ん
だ
も

の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町設場

印刷所岸本印刷所

4月の人口勤顧
男 7.91 8 
女 8.62 1 
計 16.5 3 9 

世帯数 4.0 5 4 
(末日現在)
死亡 18 
離婚 i 

出生 26
婚姻 15

程圏

の
雄
政
方
針

事
業
の
強
力
な
推
進
は
、
私
の
施
政
の

三
本
の
柱
で
あ
る
が
、
と
の
柱
は
、
私

の
任
期
中
不
動
の
も
の
で
変
り
わ
な
い

本
年
度
も
健
全
財
政
を

維
持

過
去
二
カ
年
聞
に
は
、
町
民
の
方
の

強
い
協
力
と
ど
支
援
に
よ
っ
て
、
か
な

り
の
事
業
量
を
消
化
し
て
を
た
け
れ
ど

も
、
健
全
財
政
は
堅
持
し
て
い
る
。

本
年
度
に
お
い
て
も
、
よ
り
以
上
の

財
政
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
、
そ
の
上
に

立
脚
し
て
、
長
浜
町
の
あ
ら
ゆ
る
事
業

と
、
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

近
づ
く
か
・
・
・

大
洲
市
と
の
合
併

特
に
公
共
事
業
の
推
進
は
、
単
に
ひ

と
つ
の
市
@
町
@
村
だ
け
の
考
え
方
で

は
強
力
に
進
め
る
こ
と
は
、
む
づ
か
し

く
な
っ
た
。

大
州
市
と
長
浜
町
と
の
合
併
は
、
県

で
は
多
角
度
か
ら
調
査
を
し
て
お
り

一
環
性
を
み
い
だ
し
て
い
る
。

当
町
の
場
合
、
合
併
の
是
非
を
十
分

長
浜
町
議
会
分
一
回
臨
時
金

四
月
十
五
日
に
開
か
れ
た
、
昭
和
四

十
年
長
浜
町
議
会
才
一
回
臨
時
会
で
は

つ
ぎ
の
議
実
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
ぎ
ま
っ
た
主
な
も
の

は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

て
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
(
今
回
の
補
正
額
百
二
十
万
円

で
総
額
は
、
三
億
五
千
九
百
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
)

(ー〉
、手

二
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
(
今
回
の
檎
正
額
百
四
十
万
円
で

総
額
は
、
二
億
二
千
三
百
万
円
に
な

り
ま
し
た
。
)

三
、
監
査
委
員
選
任
(
常
食
委
員
弁

関
忠
夫
氏
が
、
昭
和
四
十
年
二
月
七

日
で
、
任
矧
満
了
と
な
っ
た
為
、
門

田
博
氏
を
推
せ
ん
、
議
会
が
同
意
し

ま
し
た
の
で
、
監
査
委
員
〔
知
識
経

験
者
〕
に
門
田
博
氏
が
、
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

畜犬登録 3日まで

民生委員協議会

農林省関係会計監査

(11日まで)

文教厚生委員町内の

施設を巡視

腸パラ予防注射

(30日まで)

町議会臨時会

選挙管理委員会

災害査定、

保育所主任保母会

生ワクチン投与
(27日まで)

戦没者慰霊祭

(大和地区)

水路災害復旧事業

現地指導(常水)

区長会総会

戦没者慰霊祭

(出海)

農林省漁港査定

戦没者慰霊祭

(喜多灘、長浜、

沖浦、青島)

考
え
、
公
共
事
業
の
推
進
そ
の
他
事
業

計
画
推
進
に
あ
た
る
べ
き
時
期
が
近
づ

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
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1日

5日
10日

11日

12日

19日

20日

つ
ま
に
港
湾
、
漁
港
、
農
林
道
、
町

営
道
路
の
改
良
、
あ
ら
ゆ
る
改
良
事
業

お
よ
び
、
地
方
改
良
事
業
な
ど
も
、
例

年
以
上
の
事
業
を
折
り
込
ん
で
ゆ
く
考

え
で
あ
る
。

本
年
は
内
容
の
充
実
を

期
す

上
水
道
改
良
事
業
の
完
成
、
体
育
舘

の
新
設
老
人
ホ

l
ム
の
増
築
、
出
海
、

保
育
所
の
昇
格
青
島
へ
き
地
保
育
所
の

新
設
、
ブ
ル
ト

l
ず

l
の
購
入
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
施
設
を
し
て
ぎ
た
の
で
、
文

教
、
社
会
、
産
業
の
開
発
に
つ
い
て
は

二
応
の
伸
展
を
期
し
得
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
感
が
す
る
。

本
年
は
、
こ
れ
ら
の
運
営
の
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
あ
る
。

経
済
基
盤
の
整
備
に

重
点

常
に
、
産
業
振
興
、
経
済
基
権
の
整

備
と
い
う
と
と
を
重
要
視
し
て
い
る
。

長
浜
町
の
農
業
団
体
の
合
併
後
の

整
備
を
、
い
か
に
進
め
て
ゆ
く
か
と
い

う
問
題
を
、
県
の
圭
一
月
果
遠
・
県
農
業
中

央
会
@
愛
媛
県
そ
れ
に
、
長
浜
町
と
の

四
者
で
会
議
を
持
っ
て
、
大
局
的
に
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
農
業
団
体
の
組
織

に
つ
い
て
検
討
を
す
る
こ
と
と
し
、

「
農
業
団
体
組
織
整
備
促
進
協
議
会
」

を
先
般
発
足
さ
せ
た
。

漁
業
振
興
は

魚
市
場
を
中
心
に

と
と
し
は
、
漁
業
構
造
改
善
事
業
に

着
手
す
る
が
、
ま
ず
、
魚
市
場
を
完
成

さ
す
予
定
で
あ
る
。

こ
の
魚
市
場
は
、
た
だ
、
長
浜
町
の

魚
市
場
に
終
る
こ
と
な
く
、
当
町
を
中

i

心
と
し
た
漁
業
経
済
圏
と
い
う
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く

西
宇
和
郡
、
伊
予
郡
お
よ
び
山
口
県
の

地
域
に
お
け
る
中
心
が
、
長
浜
町
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
区
域
の
漁
獲
物
を

長
浜
に
あ
つ
め
て
、
中
心
市
場
と
し
て

の
役
割
を
長
浜
町
漁
協
で
行

5
よ
う
に

し
た
い
考
え
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
市
場
を
瀬
戸
内
海
の

漁
業
セ
シ
タ
!
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね

備
え
る
施
設
と
し
て
、
内
海
漁
業
振
興

22日

25日

30日

お

仕

事

も

避
、
部
品
哲

の
た
め
に
努
力
を
は
ら
っ
て
ゆ
ぎ
た
い

商
工
業
対
策
に
低
利
資

金
を
十
分
活
用

す
で
に
当
町
に
お
い
て
は
、
商
工
業

振
興
協
議
会
を
結
成
し
て
、
い
ま
検
討

を
加
え
て
い
る
。

焦
び
の
急
務
は
、
低
利
で
使
用
で
き

る
金
を
、
零
細
業
者
に
貸
付
で
き
る
よ

う
な
仕
組
を
県
の
力
を
借
り
町
が
中
心

に
な
っ
て
、
進
め
て
ゆ
〈
こ
と
で
あ
る

同
時
に
流
通
機
構
の
問
題
な
ど
も
十
分

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。結

び

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
計
画
を
た

て
た
。す

べ
て
事
業
は
、
計
画
性
が
な
け
れ

ば
健
全
財
政
も
維
持
で
き
な
い
し
、
そ

の
上
に
、
重
点
的
、
し
か
も
積
悔
政
策

を
維
持
す
る
と
と
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

今
後
共
、
こ
の
方
針
に
そ
っ
て
、
強

力
な
長
浜
町
政
を
推
進
し
た
い
の
で
、

各
議
員
な
ら
び
に
、
町
民
の
方
々
の
ご

協
力
を
強
く
お
願
い
申
し
あ
げ
た
い
。

以
上
、
抽
象
的
に
日
頃
の
考
え
の
一

端
を
披
歴
し
た
。

み
な
さ
ま
の
時
正
な
ご
批
判
を
仰
ま

た
い
。

画壇盟盟国

賀

商

田
村
竜
一
氏

①
先
般
町
内
の
各
施
設
を
視
察
し
た

が
、
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
は
、

ト
今
坊
隣
保
館
を
全
面
的
に
利
用

し
、
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と

。，v

町
内
の
教
員
に
は
、
セ
ク
ジ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
的
な
傾
向
が
多
か
っ
た

ト
」
、
戸
}
。

。
小
長
浜
保
育
所
の
調
理
室
を
改
善

す
る
こ
と
。

ι
喜
多
灘
保
育
所
と
、
喜
多
灘
小

学
と
の
関
係
が
、
セ
ク

ν
ヨ
ナ
リ

ズ
ム
的
な
感
が
し
た
。

な
ど
で
あ
っ
た
。
改
善
せ
よ
。

回-哩圃

申
謀
総
参
加

②
小
@
中
・
高
生
徒
の
不
良
化
対
策

に
関
し
て
教
委
の
力
を
注
げ
。

③
町
立
の
幼
稚
園
を
開
設
す
る
意
士
山

は
な
い
か
。

山
下
清
雄
氏

①
農
民
が
希
望
に
も
え
る
よ
う
、
諸

般
に
政
策
を
た
て
よ
。

①
国
旗
を
尊
敬
せ
よ
、
道
徳
教
育
上

に
お
い
て
も
公
徳
心
を
た
か
め
る
上

に
お
い
て
も
大
切
だ
u

教
委
に
あ
っ

て
は
、
十
分
努
力
を
払
え
。

中
上
芳
則
氏

①
人
件
且
頁
お
よ
び
物
件
費
の
増
加
が

目
立
つ
節
減
に
努
め
よ
。

②
{
呂
有
地
を
開
放
し
、
産
業
振
興
に

役
立
た
せ
よ
。

宮
本
数
美
氏

①
当
町
の
奨
学
資
金
制
度
は
、
本
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
か
。

(
刀
道
徳
教
育
の
目
標
を
教
委
は
ど
の

方
向
に
向
け
ら
れ
る
か
。

③
白
滝
地
区
の
も
ぐ
り
橋
に
攻
り
付

け
る
高
欄
の
経
費
は
全
額
町
の
予
算

で
ま
か
な
う
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

③
農
業
構
造
改
善
事
業
に
町
か
ら
も

補
助
せ
よ
。

町

長今
坊
隣
保
館
の
み
で
な
く
、
保
育
園

体
育
館
な
ど
、
当
町
に
あ
っ
て
は
、
施

設
の
面
で
は
、
県
下
で
も
、
か
な
り
の

水
隼
に
達
し
て
い
る
。
今
後
は
、
内
容

の
充
実
と
効
率
的
運
営
に
重
点
を
置
く

中
学
校
の
統
合
は
、
強
力
に
推
進
す

る
考
え
で
い
る
が
、

な
お
、
実
際
に
教
べ
ん
を
と
っ
て
お

お
ら
れ
る
現
場
教
職
員
の
協
力
は
、
も

ち
ろ
ん
必
要
な
の
で
教
職
員
の
意
見
も

十
分
に
尊
重
し
て
、
施
設
そ
の
他
の
面

に
反
映
さ
せ
、
内
容
の
あ
る
学
校
を
創

建
し
て
ゆ
き
た
い
。

保
育
所
の
給
食
の
件
は
、
住
民
課
長

に
よ
く
調
査
さ
せ
て
善
処
し
い
た
。

幼
児
教
育
の
問
題
は
、
現
在
あ
る
保

育
所
を
で
き
る
だ
け
充
実
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
向
上
を
図
り
た
い
。

農
政
問
題
は
、
希
望
の
も
て
る
、
働

消
え
た
ふ
り
す
る

取

!束

世つ

?こ

き
が
い
の
あ
る
農
業
環
境
と
い

5
も
の

を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
き
た
い
。

人
件
費
の
件
で
あ
る
が
、
町
長
を
始

め
と
し
て
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長

各
課
長
、
課
長
補
佐
、
係
長
の
幹
部
を

研
修
し
、
つ

F
に
、
職
員
も
研
修
さ
さ

し
、
全
員
が
、
ベ
ス
ト
を
つ
く
し
、
す

べ
て
の
事
務
を
能
率
的
に
処
理
す
る
態

勢
を
終
え
る
よ
う
、
目
下
、
細
部
計
雨

中
で
あ
る
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
善
処

し
た
い
。

官
有
地
の
払
い
下
げ
は
、
今
後
よ
く

調
査
し
た
い
。

奨
学
資
金
制
度
は
、
関
係
方
商
と
よ
く
4

協
議
し
て
善
後
処
置
を
椅
じ
た
い
。

ι

柿
ロ
ヰ
橋
の
件
は
考
慮
し
た
い
。
一

農
業
構
造
改
善
事
業
に
対
す
る
補
助
は
一

財
源
処
置
の
見
込
み
が
た
た
な
い
の
で
一

む

ず

か

し

い

。

一

林

教

育

長

一

喜
多
難
小
学
校
と
喜
多
灘
保
育
所
の
一

問
題
は
、
住
民
課
長
と
相
談
の
上
で
解
一

決

し

た

い

。

一

青
少
年
の
非
行
化
で
あ
る
が
、
各
学
一

校
に
補
導
主
事
を
お
い
て
い
る
の
で
、
一

十
分
指
導
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

国
旗
の
問
題
は
、
各
学
校
の
各
々
の

行
事
の
中
に
、
ま
た
、
公
民
館
活
動
の

中
に
も
、
国
旗
掲
揚
を
提
唱
し
推
進
す

る。渡

辺

仁

之

助

氏

一

各
常
任
委
員
会
で
決
定
し
た
と
と
を
一

採
択
さ
れ
て
町
政
に
反
映
さ
れ
る
か
。
一

紙

本

徳

之

助

氏

一

教
職
員
の
中
に
、
時
間
が
く
れ
ば
よ
一

い
と
い
、
う
よ
う
な
教
職
員
は
あ
り
は
し
一

ご

ミ

。

-

4
れ

惜

し

，

刀

一

林

教

育

長

一

校
長
と
も
十
分
連
絡
を
と
っ
て
、
一

の
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
に
つ
と
め
る
一

町

長

一

各
常
任
委
員
会
で
決
ま
っ
た
と
と
を
一

十
分
と
り
入
れ
、
四
十
一
年
三
月
ま
で
一

に

は

、

反

映

し

た

い

。

一

吉

本

吉

信

氏

一

①
新
し
く
で
き
た
上
水
道
条
例
を
、
一

指
定
業
者
に
よ
く
徹
底
さ
せ
よ
。
一

①
地
方
改
善
対
策
事
業
に
本
年
度
も
一

力

を

注

い

で

ほ

し

い

。

一

助

役

一

上
水
道
の
問
題
は
、
よ
く
調
査
を

l

て
善
処
し
た
い
。

地
方
改
善
対
策
事
業
は
、
今
後
に
お

い
て
も
、
力
を
入
れ
る
方
針
で
あ
る
。

菊
地
伝
蔵
氏

下
水
道
料
金
を
快
収
し
て
い
な
い
が

今
後
は
ど
う
す
る
か
。

助

役下
水
道
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
の
限

界
が
む
ず
か
し
い
が
、
よ
く
調
査
し
て

検
討
し
た
い
。
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第 101号

くコ

さ
し

匿
名
で
、
こ
い
の
ぼ
り
を
い
た
だ
い

て
か
ら
、
早
三
度
目
の
端
午
の
節
句
が

参
り
ま
し
た
。

ぐ
ん
ぐ
ん
仲
び
て
ゆ
く
子
供
の
元
気

な
姿
そ
の
ま
ま
に
、
お
ば
さ
ん
の
ど
厚

意
の
こ
い
の
ぼ
り
が
三
度
も
、
お
空
を

泳
い
で
子
供
た
ち
の
成
長
を
祝
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

四
月
二
十
七
日
、
曇
り
空
。
気
温
も

低
く
、
少
々
は
だ
寒
い
。
所
定
の
場
所

E

へ
、
三
々
五
々
集
合
。

本
一
午
前
八
時
、
一
行
九
十
三
名
が
大
型

u一
ハ
ス
二
ム
口
に
分
乗
し
て
、
芳
一
の
見
学

五
一
場
所
の
柴
浄
水
場
へ
向
っ
た
。
水
量
豊

均
一
か
な
肱
川
を
右
手
に
眺
め
な
が
ら
、
話

一
が
は
ず
む
内
に
、
分
二
の
集
合
場
所
の

ま
一
出
石
駅
前
に
着
い
た
。

4
2
E

こ
こ
で
大
和
支
部
一
行
が
加
わ
っ
て

幸a

て

撞電E

し力日

(毎月1，_

区長会研修会に

，ι=、
名主E

昭和40年5月20日

一
午
前
九
時
、
柴
浄
水
場
に
到
着
し
た
。

一
佐
々
木
公
営
事
業
課
長
の
概
要
説
明
に

一
耳
を
傾
け
た
。

一
総
工
費
、
一
億
円
。
な
る
程
、
近
代

一
的
な
立
派
な
施
設
で
あ
る
。
取
水
ポ
シ

一
プ
(
十
六
馬
力
)
二
台
、
送
水
ポ
シ
プ

)
一
(
六
十
馬
力
)
二
台
、
配
水
能
力
は
一

に
一
時
間
、
百
二
十
四
ト
え
と
の
他
、
六

百
ト
ン
の
貯
水
池
、
千
三
百
卜
γ
の
配

水
地
、
自
動
制
ぎ
よ
装
置
、
自
動
滅
菌

、福

わ
り
、
は
で

ん

L 
お
顔
を

し
た
。
毎
年
、
お
姿
も
お
名
前
も
わ
か

ら
ぬ
お
ば
様
に
、
感
謝
し
な
が
ら
、
こ

い
の
ぼ
り
を
大
空
に
泳
が
せ
て
参
り
ま

し
た
。

匿
名
の
ご
厚
意
を
そ
の
ま
ま
に
、
今
ま

で
そ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
そ

ろ
そ
ろ
ほ
ん
と
う
の
お
姿
と
お
名
前
を

知
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
ど
ん
な
に
う

れ
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

装
置
、
配
水
管
延
長
実
に
一
万
三
千
百

二
十
二
メ
ー
ト
ル
。
大
規
模
な
施
設
で

あ
る
。こ

と
で
あ
る
区
長
は
、
「
水
は
、
た

だ
の
よ
う
に
患
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
だ

け
の
設
備
で
あ
れ
ば
水
道
料
金
の
ア
ッ

プ
も
や
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ

の
浄
水
場
は
、
全
町
民
に
見
学
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
o
」
と
い
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
、
白
滝
支
部
一
行
が
加
わ
っ

て
、
つ
ぎ
の
見
学
地
、
ジ
尿
処
理
場
へ

向
っ
た
。

臭
い
も
の
と
い
う
先
入
観
か
ら
は
抜

け
切
れ
な
い
が
、
時
代
の
変
遷
、
生
活

向
上
の
力
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
o

v
尿
を
た
だ
で
と
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

上
に
野
菜
を
謝
礼
に
も
ら
っ
て
い
た
こ

と
は
過
去
の
こ
と
で
、
現
在
の
よ
う
に

な
ろ
う
と
は
、
だ
れ
も
想
像
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
場
内
を
見
学

し
た
が
、
処
理
末
端
で
の
放
水
は
、
肱

川
の
水
と
変
り
な
い
位
に
な
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
近
代
化
学
の
力
は
た
い

し
た
も
の
で
あ
る
。

農
業
経
営
の
区
長
が
、
こ
こ
で
で
き

る
副
産
物
の
準
肥
料
に
つ
い
て
熱
心
に

質
問
し
て
い
た
こ
と
が
、
印
象
的
で
あ

っ
た
。V

尿
処
理
場
に
別
れ
を
告
げ
、
芳
三

の
見
学
地
県
事
務
所
大
洲
庁
舎
に
向
っ

た
。
五
郎
駅
を
渡
っ
て
吉
宮
に
向
う
と

前
方
に
県
撲
が
は
た
め
く
真
新
し
い
庁

舎
が
見
え
始
め
た
ο

到
着
後
、
所
長
の

説
明
て
案
内
し
て
も
ふ
っ
た
コ

訳
か
ら
、
や
や
速
い
感
じ
は
ず
る
が

大
洲
市
の
将
来
を
考
え
れ
ば
適
地
で
あ

ろ
う
。所

長
に
別
れ
を
告
げ
、
一
路
、
鹿
の

川
へ
向
っ
た
。
肱
川
に
沿
っ
て
走
る
こ

. 

せ
てそ

し
て
、
こ
ど
も
た
ち
と
共
に
、
力

一
杯
の
声
で
、
「
お
ば
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
」
と
、
お
礼
を
い
わ
せ
て
く
だ
さ

、。
'hv 

お
顔
止
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
日
を
お
待

ち
し
し
て
い
ま
す
。

(
豊
茂
保
育
所
一
同
)

と
約
一
時
間
。
最
終
地
肱
川
町
鹿
の
川

に
着
い
た
。

ス
マ
ー
ト
で
、
明
る
い
感
じ
の
す
る

肱
川
の
統
合
中
学
校
舎
が
自
に
つ
い
た

当
町
も
、
中
学
統
合
が
実
施
さ
れ
れ
ば

こ
の
よ
う
な
立
派
な
校
舎
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

憲
法
で
一
不
さ
れ
て
い
る
教
育
の
機
会

均
等
も
と
う
い
っ
た
設
備
、
環
境
か
ら

実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
県
営
鹿
の
川
発
電
所
を
見

学
し
、
予
定
の
見
学
を
お
え
、
一
行
の

い
こ
い
の
場
鹿
の
川
荘
に
落
着
い
た
。

鹿
の
川
人
造
湖
を
眺
め
な
が
ら
弁
当
を

開
い
た
。
当
日
、
特
に
随
行
し
て
い
た

だ
い
た
道
休
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

演
奏
が
始
ま
っ
た
。
や
が
て
そ
の
音
色

{豪

換
金
を

児
童
福
祉
週
間
の
行
事
の
一
端
と
し

て
、
去
る
五
且
九
日
、
優
良
子
供
会
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
長
浜
町
体
育
館

に
町
内
の
子
供
会
員
約
二
百
名
が
参
集

し
、
町
長
か
ら
、
優
良
子
供
会
と
し
て

黒
田
子
供
会
(
黒
田
)
、
な
か
よ
し
子

供
会
(
上
老
松
)
、
中
組
子
供
会
(
豊

茂
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
山

J

原

子
供
会
ヘ
長
浜
)
お
よ
び
、
港
子
供
会

(
出
海
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
町
内
の
お
母
さ
ん
を
代

表
し
て
列
府
願
っ
た
鎌
田
定
子
さ
ん
と

井
内
キ
ヨ
カ
さ
ん
と
に
子
供
会
代
表
か

ら
花
束
が
お
く
ら
れ
、
黒
田
子
供
会
の

西
川
春
美
さ
ん
が
、
「
お
母
さ
ん
に
感

謝
の
こ
と
ば
」
を
お
く
り
ま
し
た
。

「
.
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(
て
ゅ
う
せ
ん
ほ
う
そ
う
は
い
い
な
み
ん
な
い
つ
で
も
か
け
ら
れ
る
(

一
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
か
け
ら
れ
も
し
も
し
は
い
は
い
と
か
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ら
~

る

れ

る

{

~

み

ん

な

の

5
ち
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け
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を
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に
誘
わ
れ
て
、
歌
声
も
と
び
だ
し
、
日

頃
の
労
苦
、
一
日
の
疲
れ
を
忘
れ
て
な

ご
や
か
に
歌
声
が
は
ず
ん
だ
。

雄
大
な
人
造
湖
を
目
前
に
、
静
か
に

過
去
の
追
想
に
ふ
け
る
人
聞
の
偉
大
な

力
、
人
類
社
会
の
幸
福
の
た
め
の
自
治

行
政
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
今
日

わ
れ
わ
れ
は
、
区
長
の
職
務
を
通
じ
て

町
に
協
力
し
て
、
よ
り
明
る
い
、
楽
し

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
深
く
肝
に
銘
じ
た
。

予
定
通
り
全
ゴ

l
ス
の
見
学
を
終
え

て
、
無
事
午
後
五
時
に
長
浜
に
帰
着
し

一
日
の
研
修
を
お
え
た
。

町
な
ら
び
に
関
係
者
に
あ
っ
く
感
謝

し
て
感
想
記
の
筆
を
置
く
。

長
1王寺

区
E主
主主主

会
長

官浜
本支

部
幹長

;量

こ
の
瞬
間
、
母
親
代
表
の
鎌
田
さ
ん

た
ち
も
、
母
親
と
し
て
、
子
供
を
育
て

て
き
た
体
験
を
回
想
さ
れ
て
か
、
う
れ

し
渓
に
む
せ
び
つ
つ
、
更
に
、
母
親
と

し
て
強
く
生
き
ぬ
く
決
意
を
新
た
に
さ

れ
た
よ
う
す
で
し
た
。

こ
の
あ
と
、
お
母
さ
ん
代
表
か
ら
は

子
供
た
ち
に
対
し
て
、
「
お
礼
の
こ
と

ば
一
が
あ
っ
て
、
各
子
供
会
の
活
動
状

況
の
発
表
が
あ
り
V
Y
S
会
員
の
指
導

室
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
グ
l
ム
で

し
ば
し
、
笑
い
の
花
を
時
か
せ
た
あ
と

「
明
る
〈
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
、
ス

ク
ラ
ム
組
ん
で
進
も
う
。
」
と
い
う
、

堅
い
誓
い
を
か
わ
し
合
い
な
ご
や
か
な

う
ち
に
、

E
午
頃
品
川
会
致
し
ま
し
た
。

門戸田知環

マ
農
薬
の
危
害
と
防
止

こ
れ
か
ら
は
、
農
薬
を
た
く
さ
ん
使

う
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
つ
軍
の
事

項
に
特
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

門
中
毒
事
故
の
原
因
〕

中
主
母
の
原
因
で
、
圧
倒
的
に
多
い
の

は
、
服
装
の
不
備
に
よ
る
も
の
、
本
人

の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
、
例
年
の
と

お
り
最
も
多
く
、
天
候
に
つ
い
て
は
、

暑
い
日
の
散
布
に
よ
る
事
故
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

こ
れ
は
、
服
装
の
不
備
に
も
関
連
す

る
も
の
で
、
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
の
散
布
に

は
、
た
と
え
、
真
夏
の
暑
い
日
で
あ
っ

て
も
、
皮
膚
商
を
露
出
し
た
素
手
、
素

足
で
あ
っ
て
は
大
変
危
険
で
す
。

つ
ぎ
に
、
法
律
な
ら
び
に
、
農
薬
に

対
す
る
中
途
半
端
な
知
識
の
人
が
、
非

常
に
多
く
、
ま
た
、
過
去
の
経
験
な
ど

か
ら
、
そ
の
取
り
扱
い
が
非
常
に
粗
雑

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
中
毒
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
散
布

従
事
者
個
人
個
人
が
、
農
薬
に
対
す
る

正
し
い
知
識
と
、
取
り
扱
い
上
の
周
到

な
注
意
が
あ
れ
ば
、
護
薬
に
よ
る
一
事
故

は
防
止
で
き
る
も
の
で
す
。

門誠一ム
JJ

剤
散
布
時
の
注
意
〕

加
散
布
作
業
に
慣
れ
て
く
る
と
、
油

断
し
て
、
取
り
扱
い
が
粗
雑
に
な
り

が
ち
で
す
か
ら
、
注
意
す
る
こ
と
。

凶
身
体
の
悪
い
入
、
手
足
に
傷
の
あ

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

新
緑
の
候
を
迎
へ
、
町
民
の
み
な
さ

ま
に
は
、
ま
す
ま
す
、
ど
健
勝
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
般
私
共
は
、
長
浜
町
区
長

会
通
常
総
会
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
通
り

選
任
さ
れ
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
当
町
も
合
併
以
来
十
年
を
経
過
し
、

こ
の
間
町
当
局
の
ど
努
力
と
町
民
の
協

力
に
よ
り
、
懸
案
の
諸
事
業
が
完
遂
さ

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ゾ
」
同
慶
に
た
え
ま

ぜ
ん
。私

共
は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

区
長
会
を
通
じ
て
、
区
長
間
の
意
志
の

疎
通
を
図
り
区
長
の
職
責
を
全
う
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
支
援
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

す
る
次
矛
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会

長

明

定

定

市

へ

長

浜

)

副

会

長

西

山

繁

喜

(

櫛

生

)

グ

二

宮

正

直

(

大

和

)

事
務
局
長
清
水
益
雄
(
長
浜
)

会

計

城

戸

間

政

雄

(

グ

)

る
人
、
生
理
日
の
婦
人
、
年
少
者
、

老
人
な
ど
は
、
作
菜
に
従
事
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

日
散
布
作
業
に
よ
っ
て
、
中
毒
し
た

人
は
、
そ
の
中
毒
が
重
い
場
合
は
、

な
お
っ
て
か
ら
、
一
か
月
聞
は
、
作

業
に
従
事
し
な
い
こ
と
。

軽
い
場
合
で
も
一
週
間
以
上
た
た
な

け
れ
ば
、
作
業
に
従
事
し
な
い
こ
と

凶
同
一
人
が
、
連
続
し
て
作
業
す
る

と
、
中
毒
す
る
危
険
が
あ
る
か
ら
、

連
続
し
て
作
業
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

日
服
装
の
不
完
全
な
も
の
で
は
、
作

山
古
来
し
な
い
と
と
。
帽
子
、
マ
ス
ク
、

ゴ
ム
手
袋
、
長
袖
の
上
着
、
長
ズ
ポ

ソ
、
ゴ
ム
長
を
着
用
す
る
。
上
着
、

長
ズ
ポ
ソ
は
防
水
し
た
物
を
用
い
る

附
果
樹
園
の
場
合
は
、
散
布
液
を
一
頭

か
ら
か
ぶ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
必

ず
、
防
水
さ
れ
た
帽
子
、
外
着
を
着

用
す
る
こ
と
。

問
教
布
に
あ
た
っ
て
は
、
風
向
き
を

考
え
'
常
に
身
体
を
風
上
に
お
く
よ

う
に
し
、
噴
霧
や
、
散
布
薬
を
浴
び

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

川
町
作
業
中
は
、
喫
煙
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
食
事
の
前
に
は
、
必
ず
、
手

や
顔
を
よ
く
洗
い
、
う
が
い
を
す
る 区

長

会

役

員

開
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米
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一
郎
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滝
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間
作
業
は
、
日
中
の
暑
い
時
を
さ
け

朝
夕
の
涼
し
い
時
間
を
選
ん
で
行
う

」
F

」
'
Y

」。
門
薬
剤
散
布
後
の
注
意
凶

凶
作
業
が
終
っ
た
ら
、
使
用
し
た
器

E
R
は
よ
く
洗
う
こ
と
。

凶
残
っ
た
薬
剤
は
、
必
ず
責
任
者
に

引
き
渡
し
、
作
業
員
が
持
ち
帰
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
特
に
注
意
し
、

か
g
c
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
保
管
す
る

印
か
ら
に
な
っ
た
、
び
ん
は
、
地
中

深
く
埋
め
、
袋
は
、
焼
ぎ
す
て
る
な

ど
、
完
全
に
処
理
す
る
こ
と
。

凶
手
足
は
も
ち
ろ
ん
、
全
身
を
石
け

ん
を
用
い
て
、
よ
く
洗
う
こ
と
。

日
衣
服
は
、
下
着
ま
で
全
部
取
り
か

ぇ
、
作
業
に
使
用
し
た
衣
類
は
、
必

ず
石
け
ん
を
使
っ
て
よ
く
洗
う
。
作

業
に
使
用
し
た
衣
類
を
、
そ
の
ま
ま

翌
日
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と
。

附
散
布
後
の
地
域
は
、
明
確
に
、
標

識
を
つ
け
、
散
布
後
七
日
閣
は
、
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

川
標
識
に
使
用
し
た
赤
旗
な
ど
は
、

散
布
後
七
日
間
を
経
過
し
た
と
き
に

取
り
の
け
、
焼
却
す
る
こ
と
。

V
中
小
企
業
振
興
資
金

中
小
企
業
輸
出
振
興
資
金

お
よ
び
中
小
企
業
設
摘
近

代
化
資
金
の
融
資
が
な
さ

れ
ま
す

昭
和
四
十
年
も
資
金
の
融
資
が
な
さ

れ
ま
す
の
で
こ
の
制
度
を
十
分
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
付
対
象
、
資
金
使
途
、
ぜ
r，

付
限
度
、
貸
付
期
間
、
利
率
、
返
済
方

佳
、
申
し
込
み
場
以
ー
な
ど
、
く
わ
し
い

こ
と
は
、
産
業
課
商
工
槻
光
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

マ
昭
和
問
十
年
度

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験

の
実
施
計
画
が
決
ま
り
ま

し
7こ

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
採
用
試

験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
採
用
試
験

は
職
務
の
遂
行
に
適
し
た
山
質
的
相
要
件
を

そ
な
え
て
い
る
人
々
に
対
し
、
す
べ
て

平
等
の
条
件
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
試
験
案
内
や
、
申
し
込
み
用

紙
は
、
高
松
市
天
神
前
一
丁
目
、
人
事

院
高
松
地
方
事
務
所
で
交
付
さ
れ
ま
す

く
わ
し
い
こ
と
は
、
同
所
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

。
長
期
天
気
予
報
に
よ
る
と
、
こ
と

し
は
雨
が
少
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
入
梅
は
、
六
月
十
一
日
で

す。
梅
雨
期
は
、
セ
キ
リ
ゃ
、
日
本
脳
炎

の
流
行
期
に
は
い
る
ほ
か
、
食
中
毒
庁

j

ど
も
お
こ
り
ま
す
。

食
物
は
く
さ
り
や
す
い
し
、
せ
ん
た

く
も
の
ほ
か
わ
き
に
く
い
し
、
家
の
中

は
じ
め
じ
め
し
ま
す
し
、
主
婦
に
は
や

り
き
れ
な
い
ジ

l
ズ
シ
で
す
。

と
い
っ
て
ぼ
や
い
て
い
て
も
は
じ
ま

り
ま
せ
ん
。
明
る
く
、
積
極
的
に
、
つ

ゆ
を
切
り
ぬ
け
る
主
婦
の
心
構
が
、
家

族
全
体
を
ど
の
位
元
気

ψ

つ
け
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

っ
ゅ
の
晴
れ
間
に
、
金
魚
売
り
の
芦

が
き
と
え
て
く
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
で

す。


